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日
本
に
は
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
国
が
指

定
・
登
録
し
て
い
る
文
化
財
だ
け
で
も
、
国
宝
、
重
要

文
化
財
を
含
め
、
総
計
で
約
三
万
件
以
上
に
及
び
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
文
化
財
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
文
化

庁
は
、
「
文
化
財
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
は

ぐ
く
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な

国
民
的
財
産
で
す
。
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化

財
は
、
日
本
の
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
有
形
文
化
財
、

無
形
文
化
財
、
民
俗
文
化
財
、
記
念
物
、
文
化
的
景
観
、

伝
統
的
建
造
物
群
の
六
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

今
号
で
は
、
流
山
で
市
指
定
有
形
文
化
財
第
一
号
と

な
っ
た
諏
訪
神
社
の
社
殿
を
取
り
上
げ
ま
す
。
市
指
定

有
形
文
化
財
と
は
、
各
市
区
町
村
の
条
例
に
基
づ
き
、

市
区
町
村
に
あ
る
形
の
あ
る
文
化
的
所
産
（
建
造
物
、

絵
画
、
彫
刻
、
古
文
書
、
考
古
資
料
な
ど
）
の
う
ち
、
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・
名
都
借
と
住
み
移
り
、
最
後
に
駒
木
に
定
着
し
た
の
で
、

こ
こ
に
氏
神
と
し
て
信
濃
国
（
現
長
野
県
）
の
諏
訪
大
社

か
ら
神
額
を
い
た
だ
き
お
祀
り
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
ま
す
。

御
祭
神
は
健
御
名
方
富
命
（
た
け
み
な
か
た
と
み
の
み

こ
と
）
。
開
拓
と
農
耕
、
衣
食
住
の
神
様
、
ま
た
、
信
濃

の
地
を
統
一
し
外
か
ら
の
侵
略
に
対
応
し
た
こ
と
か
ら
、

武
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
地
域
に
と
っ
て
歴
史
上
・
芸
術
上
・
学
術
上
の
価
値

が
高
い
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
た
文
化
財
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

流
山
市
指
定
有
形
文
化
財

 

諏
訪
神
社 

流
山
市
に
は
、
今
年
の
七
月
三
日
に
新
た
に
指
定
さ
れ

た
も
の
を
含
め
て
、
三
十
五
件
の
市
指
定
有
形
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
号
と
な
っ
た
の
が
駒
木
の
南
端
、

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
豊
四
季
駅
近
く
に
あ
る
諏

訪
神
社
の
社
殿
で
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
「
駒
木
の
お
す
わ
さ
ま
」
と
し
て
、
古

く
か
ら
地
域
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

創
建
は
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
。
奈
良
時
代
、
天
武
天

皇
の
皇
子
・
高
市
皇
子
（
た
け
ち
の
み
こ
）
の
末
裔
が
争

い
を
逃
れ
て
関
東
に
下
り
ま
し
た
。
風
早
（
現
松
戸
市
）
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諏
訪
神
社
の
境
内
に
は
石
碑
や
像
が
い
く
つ
も
置
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
成
長
や
安
産
の
神
様

と
し
て
名
高
い
姫
宮
神
社
、
雷
や
雨
、
水
を
司
る
神
様

と
し
て
信
仰
が
篤
い
雷
神
社
な
ど
、
九
つ
の
摂
末
社
の

小
さ
な
お
社
も
あ
り
ま
す
。

参
考
文
献

・
『
駒
木
の
お
す
わ
さ
ま

諏
訪
神
社
御
鎮
座
千
二
百
年

記
念
出
版
』
諏
訪
神
社
社
務
所

２
０
０
６
年

・
『
流
山
建
物
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

流
山
市
内
建
物

調
査
集
成

流
山
市
立
博
物
館
調
査
研
究
報
告
書
30

』

流
山
市
立
博
物
館
／
編

流
山
市
立
博
物
館

２
０
１
５

年・
『
チ
ェ
ッ
ク
！
流
山
の
む
か
し
』
流
山
市
立
博
物
館
／

編
著

流
山
市
教
育
委
員
会

２
０
１
６
年

・
『
東
葛
流
山
研
究
第
34

号

楽
し
い
東
葛
寺
社
事
典
』

流
山
市
立
博
物
館
友
の
会
／
編

流
山
市
立
博
物
館
友
の

会

２
０
１
６
年

・
『
東
葛
流
山
研
究
第
37

号

楽
し
い
東
葛
建
物
事
典
』

流
山
市
立
博
物
館
友
の
会
／
編

流
山
市
立
博
物
館
友
の

会

２
０
１
９
年

・
『
流
山
の
史
跡
を
あ
る
く
』
田
村
哲
三
／
著

図
書
出

版
み
ぎ
わ

２
０
２
４
年

い
ず
れ
も
流
山
市
立
図
書
館
の
所
蔵
資
料
で
す
。

協
力
：
流
山
市
立
博
物
館

諏
訪
神
社
は
全
国
で
そ
の
総
数
約
一
万
社
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
野
県
の
諏
訪
湖
周
辺
に
四
つ
の
境
内
を
持
つ
諏
訪

大
社
が
諏
訪
神
社
の
総
本
社
で
、
国
内
最
古
の
神
社
の
ひ
と

つ
で
す
。

 

社
殿

駒
木
の
諏
訪
神
社
の
社
殿
の
建
築
様
式
は
江
戸
時
代
に
完

成
さ
れ
た
本
殿
・
幣
殿
、
拝
殿
が
つ
な
が
る
社
殿
形
式
・
権

現
造
り
の
も
の
で
す
。

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
火
災
で
宝
物
な
ど
と
と
も
に

焼
失
し
、
現
在
の
社
殿
は
江
戸
時
代
後
期
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
す
。
消
失
前
の
社
殿
に
は
、
水
戸
光
圀
公
も
お
参
り
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

社
殿
の
壁
面
・
柱
な
ど
は
隙
間
無
く
多
く
の
彫
刻
で
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。
流
山
六
丁
目
に
あ
る
赤
城
神
社
本
殿
も
同
様

の
作
り
で
、
こ
ち
ら
も
市
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。
諏
訪
神
社
の
彫
刻
は
、
明
治
の
は
じ
め
に
日
本
に
訪
れ

た
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
著
書

「
日
本
美
術
全
書
」
に
、
本
殿
の
両
側
・
背
面
の
大
羽
目
彫

刻
が
写
真
図
版
を
添
え
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
。
彫
刻

の
題
材
は
中
国
の
故
事
に
ま
つ
わ
る
も
の
や
、
松
竹
梅
、
鶴
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亀
と
い
っ
た
吉
祥
の
柄
が
あ
り
ま
す
。
本
殿
に
は
、
親
孝
行

の
物
語
の
「
養
老
の
滝
」
や
、
夫
婦
愛
や
長
寿
を
象
徴
す
る

「
高
砂
」
な
ど
の
彫
刻
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
、
下
総
香
取
郡
の
大
工

文
蔵
と
、
当
地
八
木
村
の
大
工
染
谷
礒
右
衛
門
が
建
て
た
も

の
で
す
。

幣
殿
・
拝
殿
は
、
約
二
十
年
後
の
弘
化
三
年
（
一
八
四

六
）
頃
の
建
築
で
、
成
田
山
新
勝
寺
釈
迦
堂
（
現
釈
迦
堂

国
重
要
文
化
財
）
を
建
て
た
大
工
八
木
紋
次
郎
が
関
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
正
十
三
年
に
、
瓦
葺
き
の
拝

殿
は
、
銅
板
葺
き
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
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